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平成２１年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 交通指導員設置事業 開始年度 昭和50年10月

担当課（局） 総務課 担当係 生活安全係

基 本 目 標 安全なまちづくり

21年度予算 2,162

記入者 日高　茂利 評価者 間　　省二

人

事業の実施方法

20年度人件費 1,078 千円 21年度人件費 1,092 千円 事業従事者数

20年度決算 2,263

事業の目的 高鍋町における交通の安全を確保する

事業の内容 交通指導員活動に対する報酬、費用弁償、被服等の貸与、上部団体への経費負担、退職報償金の支給

0.15 人

◎事務事業の目的・内容

0.15

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

交通事故第一当事者総数 交通指導員の活動が交通事故の未然防止、交通違反の抑止となる

シートベルト違反検挙件数 交通指導員の活動が交通事故の未然防止、交通違反の抑止となる

飲酒運転違反検挙件数 交通指導員の活動が交通事故の未然防止、交通違反の抑止となる

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

出動延べ日数 街頭での交通安全指導

交通指導員数 交通安全の必要な指導に当たるため、交通指導員を委嘱する。

◎達成状況
指標名 単位 １９年度 ２０年度 ２１年度標 度 度 度

成
果
指
標

交通事故第一当事者総数

目標値
人

飲酒運転違反検挙件数

目標値
件

0 0 0
実績値 178 182
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

シートベルト違反検挙件数

目標値
件

0 0 0
実績値 1,915 863
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0
実績値 38 35
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

活
動
指
標

出動延べ日数

目標値
日

667 667

交通指導員数

目標値
人

667

実績値 667 677

達成率 ％ 100.0% 101.5%
12 12 12

実績値 12 12
達成率 ％ 100.0%

達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

100.0%

0

目標値

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

交通安全対策基本法に基づき、地方公共団体は、住民の生命、身体及び財産を保護
するため、その区域における交通の安全に関し、施策を講ずることが責務として明記さ
れている。また、高鍋町交通指導員設置規則に基づき、高鍋町における交通の安全を
確保するため、交通指導員を置くこととされている。

実績値

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

街頭指導を行うことにより、運転者にスピード違反・シートベルトの着用等の注意を喚起
するとともに、歩行者が安全に通行することができる。

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

経費・時間と効果は比例している。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

交通指導員は設置規則により、交通安全に深い関心と理解をもち、その職務を行うの
に必要な熱意と能力を有する町民が委嘱されている。



事務事業名 交通指導員設置事業 担当課（局） 総務課

◎総合評価（今後の方向性を含む）

総
　
合
　
評
　
価

◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

交通弱者（子ども・高齢者）等を、交通事故から守るため大
切な事業である、拡充していきたい。

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充 ○

現状維持

廃止

縮小

拡充

コ　ス　ト

廃止 縮小 現状維持

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 現状維持

◎「交通安全対策事業」と「交通指導員設置事業」については、ひとつの事業として評価を行
う方が良い。

コスト 現状維持


